
 

   やかな秋晴れがつづいています。 

芸術の秋真っ只中、音結は、10月か

ら研修会、講習会を立てつづけに開催します。 

（公開事例検討会 2 回シリーズ、障がい者・

高齢者の人権研修事業）。 

音・音楽は人の心や身体に大きな影響を 
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及ぼします。 

人の心に寄り添ったサポートをしたい。 

そのためには研鑽を積み続けることが必要 

です。音楽の持つチカラを実践的に学ぶ 

機会づくりとして企画しました。 

是非、お越しください。 
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れまでの暑い日々は一転、上着を引っ

張り出した寒風の吹く日曜日、会場は、 

あつい思いでいっぱいでした。 

３名の児童デイでの取り組みの発表でした。 

一人の子どもと、１年２年とじっくり係わり、

暖かく見守る視線が良くわかる発表でした。 

見守られている子ども達の安心感が伝わって

きます。 

指導してくださる先生の 

「将来、どのようになって欲しいのですか？」 

という 問いかけが印象に残っています。 

長期目標はあくまでも将来を見越したもので 

そ 

あることで、その子どもの今をサポートしなくて

はならないのだなと感じました。 

個別の指導は密室化しますが、その内容が明かさ

れたのも興味深かったです。 

（森上 洋子） 

音楽療法実践者のための事例検討会４回シリーズ 

■第 1 回 平成 30年 10月 28 日（日）  
会場：和泉市北部リージョンセンター 

スーパーバイザー： 渡邊真美先生 

（伊丹特別支援学校教諭） 

とゆいキッズを開所して、1年 7カ月経ちました。 

可能性をいっぱい秘めた子ども達と音楽を中心に

過ごしています。音楽療育、音楽活動、製作活動、イベント

行事ほか、充実しています！ 

11月 17日は「若者のつどい」に演奏と出店で参加します！ 

音楽で繋がったメンバーで、地域の方と繋がっていきたい

と思います。 

お 

児童発達支援・放課後等デイサービス多機能型障がい児通所支援事業所 
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人権啓発研修事業２回シリーズ 
和泉市立人権文化センター 

障がい者が地域の中で  

自分らしく生きる  

～演奏活動を通して～ 
 

   

 

 

 

 

 

 

第 1 回 
平成 30年 11月４日（日）２時～４時 

場所：和泉シティプラザ地下 1階多目的室 
講師／おんがくファームまんどろ主宰  

吉田豊氏 

 

   

 

 

 

 

 

 

平成 31 年 1 月 27 日（日）２時～４時 
場所：和泉シティプラザ地下1階　多目的室 

 

高齢期を自分らしく生きるために 

～ ～ 
 

 講師／森ノ宮医療大学作業療法学科  

教授 橋本弘子先生 

 

 

 

 

作業療法の観点から高齢者の心身の話と 

「ニューロダンス」を体験して、心の 

リフレッシュを図ります。 

 

第２回 入場無料 

 

 

 

■音楽で子どもの成長をサポートするスタッフ

募集中！保育士、児童指導員、音楽療法士等の資

格保持者優遇します。 詳細は下記 mail まで。 

■Email  otoyuih21@yahoo.co.jp 

 

 

吉田豊先生は、地域で障がい者の音楽支援活動を展開されています。障がい者の人権問題に触れながら、

現場で実践されてきた貴重な音楽映像とお話しは素晴らしかったです。さらに、簡単ギター奏法の指導、

会場のみんなと音楽ふれあいを通して和やかに楽しませて下さいました。 

結の活動の中で障がい児のサポートを 

していますが、子ども達の生活が学校、 

デイサービス、家庭と繰り返さる中で、

地域の方との交流機会は必ずしも多くはない

のではと考えます。 

吉田先生の「ライブスペース勢の！」の活動は

障がいのあるなしも、年齢も、演奏レベルも関

係なく、地域のあらゆる音楽好きが集まって

楽しむもので、障がいのある方が地域の中で

暮らしていく事に繋がると思え、コミュニテ

ィー音楽療法の活動を拡げて行きたいと考え

ている私に多いに参考になりました。 

それから、私も吉田先生と同じくギターをメ

イン楽器としています。おとゆいスタッフは、

ピアノ（キーボード）を使われる方が多いです

が、ギターは演奏しながら移動でき対象者の

近くに行けるメリットもあり、子どもたちに

も人気です。 

今回教わった「かんたん奏法」も参考にして、

多くの人に使ってもらえればと思います。 

              （池田吉宏） 
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